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うれしい葉書きが届きました 

 

本学区は、本当にあたたかい方が多い

と実感します。先日お昼過ぎごろに、正門

を出たところにあるＰＴＡ花壇の菜の花

を抜く作業をしていたら、子どもの家の

辺りを通りかかった女性が、「お疲れさま

です。暑いですね。」と、にこやかに声を

かけていってくださいました。暑い日で、

汗と砂にまみれて作業をしていたので、

その言葉がなんとうれしかったことか。 

また体育祭を終えたある日、左の葉書き

が学校に届きました。地域の方が体育祭を

見られて感想を送ってくださったのです。

これは、子供たちに、そして職員に大変な

喜びとなり励みになりました。 

たった一言、たった一枚の葉書きですが、わたしたちは大変なエネルギーを

いただきました。どちらも地域にいらっしゃる方々です。本当にありがたいお

心遣いです。ありがとうございます。 

このお二人の姿から、ある総代さんがしてくれた話しを思い出しました。

「わたしは、市役所にお願いしたことで電灯一つでもついたら『ありがとう』と

電話するようにしている。今の世の中、要望と批判はよくするが『ありがとう』

をよく忘れる」と。きっとわたしに声をかけていただいた方、葉書きを送って

くださった方も、同じような心をお持ちの方だと思いました。素敵な方々です。 

 

第 1回学校評議員会 

 

少し難しい話になりますが、

昭和 33 年に学習指導要領（全国

のどの地域で教育を受けても、一定

の水準の教育を受けられるようにす

るため、文部科学省が、学校教育法

【平成 29年度学校評議員のみなさん】 

六ツ美中部学区社会教育委員長  萩原 利元 様 

六ツ美中部学区総代会長  杉浦  護 様 

民生委員会代表      村松 隆夫 様 

主任児童委員代表     松原 明美 様 

六ツ美中部小学校PTA会長  萩原  新 様 



等に基づき、各学校で教育課程（カリキュラム）を編成する際の基準を定めたもの）が

制定されて以来、どこの学校でもほぼ同じ学習内容が保障されるようになりま

した。しかし時代が流れるなかで、地域と一体となって子供たちを育む「地域

とともにある学校づくり」と「特色ある学校づくり」が必要と考えられ、平成

12 年に学校評議員制度が、平成 16 年に学校運営協議会制度など、様々な法律

が作られました。ですから、保護者のみなさんが小学生で過ごしたときよりも、

地域・保護者が参画する学校運営が行われるようになったり、地域性を大切に

した教育が展開されたりしてきています。（今年３月に発表された「学習指導

要領」は、「各学校の特色を生かした教育課程の編成に努めること」と「家庭

や地域との連携や協働を深めること」が明記され、その方向は、さらに色濃く

なってきています。） 

こうした意味で、地域・保護者の代表と

して学校運営に御意見をいただく方が、

学校評議員さんです。明日の第１回学校

評議員会では、授業参観をしていただき、

わたしから本校の学校経営方針と具体的

な取り組みを説明します。今年も客観的

に本校の教育の方向や学校運営につい

て、御意見をいただこうと思います。資料

の一部を、この校長室だよりでも少しずつ掲載していきます。御覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「ＣＯ２削減／ライトダウンキャンペーン」参加のお知らせ 

■６月２１日「夏至ライトダウン」、７月７日「クールアースデー」20～22 時一斉消灯 

 環境省、市環境政策課、市教委が、地球温暖化防止のため、ライトアップ施設や家庭

の照明の消灯を呼びかけています。本校の職員も両日において、「公共施設等での照明の

消灯」に取り組みます。御理解いただきますようよろしくお願いします。【学校開放は別】 

本年度の重点努力目標（その１） 

ア べんきょうがだいすきな子を育てる  

・正しい姿勢や学習用具の正しい使い方を身につけさせるとともに、 

基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図る。 

 

 

 

○えんぴつの持ち方検定（校長室）  ○算数「九九」等の検定（校長室）  

○全国学力学習状況調査の結果分析（現職研修） 

○習得・活用の授業研究（現職研修） ○朝のドリルタイム（金曜日朝学習） 

☆英語活動重要センテンスまとめ（ALTと新カリキュラム作り） 

☆朝の英語タイム、お昼の放送の工夫（DVDに加え、新たな実践） 

☆：本年度新規

の取り組み 


